
一
読
み
か
え
ら
れ
る
『
蒲
団
』
 
 

田
山
花
袋
（
一
八
七
一
1
一
九
三
〇
）
の
『
蒲
団
』
は
、
『
新
小
説
』
 
 

明
治
四
十
年
九
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
長
い
付
き
合
い
の
島
崎
藤
村
や
 
 

国
木
田
独
歩
が
、
『
破
戒
』
と
『
運
命
』
で
作
家
と
し
て
名
声
を
獲
得
す
 
 

る
の
を
横
目
に
見
て
、
「
私
は
一
人
取
残
さ
れ
た
や
う
な
気
が
し
た
。
 
 

（
略
）
何
か
書
か
な
く
つ
ち
や
な
ら
な
い
」
（
『
東
京
の
三
十
年
』
博
文
館
、
 
 

大
6
）
と
焦
り
を
感
じ
て
い
た
花
袋
に
と
っ
て
、
『
新
小
説
』
巻
頭
は
千
 
 

載
一
遇
の
好
機
で
あ
っ
た
ろ
う
。
花
袋
は
も
と
も
と
硯
友
社
の
江
見
水
 
 

蔭
の
弟
子
格
と
し
て
、
明
治
二
十
四
年
文
壇
に
登
場
、
海
外
の
文
学
に
 
 

は
詳
し
い
が
、
美
文
調
で
つ
づ
ら
れ
た
紀
行
文
、
お
よ
び
「
少
女
趣
味
」
 
 

の
可
憐
な
小
説
の
書
巻
手
と
い
う
、
冴
え
な
い
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
て
 
 

い
巧
。
そ
れ
が
明
治
四
十
年
に
至
り
、
自
然
主
義
の
論
客
と
し
て
、
そ
 
 

の
創
作
が
期
待
さ
れ
る
作
家
と
な
り
つ
つ
あ
っ
。
『
蒲
団
』
が
発
表
 
 

読
む
こ
と
の
規
制
 
 

（
1
）
 
 
 
 
－
－
田
山
花
袋
『
蒲
団
』
と
作
者
を
め
ぐ
る
思
考
の
磁
場
 
 

大
 
東
 
和
 
重
 
 
 

さ
れ
る
や
、
明
治
四
十
年
九
月
・
十
月
以
降
の
諸
雑
誌
は
、
賛
否
は
と
 
 

も
か
く
『
蒲
団
』
を
当
時
勃
興
し
っ
つ
あ
っ
た
自
然
主
義
の
代
表
作
と
 
 

し
て
取
り
上
げ
論
評
を
加
え
、
当
時
文
壇
に
浮
上
し
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
 
 

な
問
題
を
『
蒲
団
』
と
結
び
つ
け
て
論
じ
る
。
「
何
だ
か
手
答
が
あ
つ
た
 
 

や
う
な
気
が
し
た
が
、
別
に
そ
れ
ほ
ど
評
判
を
惹
き
起
さ
う
な
ど
と
も
 
 

思
は
な
か
つ
た
」
（
『
東
京
の
三
十
年
』
）
と
、
そ
の
反
響
は
花
袋
に
と
っ
 
 

て
予
想
以
上
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
「
今
や
文
壇
の
覇
は
殆
ど
花
袋
氏
と
 
 

風
重
民
と
に
依
り
把
握
さ
れ
て
居
る
か
の
観
が
あ
る
」
（
守
田
有
秋
「
小
 
 

栗
風
菓
論
」
『
中
央
公
論
』
明
4
1
・
9
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
『
蒲
団
』
 
 

を
も
っ
て
花
袋
は
自
然
主
義
を
代
表
す
る
作
家
の
地
位
を
獲
得
す
る
。
 
 
 

「
我
国
の
自
然
主
義
文
学
と
そ
れ
に
つ
づ
い
て
文
壇
の
主
流
を
な
し
 
 

た
私
小
説
の
定
型
は
花
袋
の
「
蒲
団
」
に
よ
つ
て
あ
た
へ
ら
れ
ま
し
た
」
 
 

（
中
村
光
夫
『
風
俗
小
説
論
』
河
出
書
房
、
一
九
五
〇
）
と
い
よ
う
に
、
 
 

『
蒲
団
』
は
か
つ
て
文
学
史
で
は
私
小
説
の
源
流
と
措
定
さ
れ
た
。
『
蒲
 
 

24   



団
』
を
私
小
説
の
囁
矢
と
す
る
議
論
が
現
れ
る
の
は
、
大
正
末
年
に
盛
 
 

ん
と
な
っ
た
私
小
説
論
争
で
、
（
私
小
説
）
と
い
う
用
語
が
定
着
し
て
以
 
 

喝
だ
が
、
『
蒲
団
』
が
花
袋
自
身
の
体
験
を
、
事
実
を
再
現
す
る
内
面
 
 

の
告
白
と
い
う
形
で
描
い
た
も
の
だ
と
い
う
認
識
は
、
か
な
り
早
く
か
 
 

ら
現
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
に
花
袋
自
身
の
回
想
『
東
京
の
三
十
年
』
が
 
 

あ
り
、
『
蒲
団
』
執
筆
の
頃
を
、
「
世
間
に
対
し
て
戟
ふ
と
共
に
自
己
に
 
 

対
し
て
も
勇
敢
に
戦
は
う
と
思
っ
た
。
か
く
し
て
置
い
た
も
の
、
塗
蔽
 
 

し
て
置
い
た
も
の
、
そ
れ
を
打
明
け
て
は
自
己
の
精
神
も
破
壊
さ
れ
る
 
 

か
と
思
は
れ
る
や
う
な
も
の
、
さ
う
い
ふ
も
の
を
も
開
い
て
出
し
て
見
 
 

や
う
と
思
っ
た
」
と
回
想
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
遡
及
的
に
 
『
蒲
 
 

団
』
を
振
り
返
る
と
き
、
作
家
花
袋
は
、
作
中
人
物
竹
中
時
雄
を
通
じ
 
 

て
、
「
か
く
し
て
置
い
た
も
の
」
を
「
打
明
け
」
た
の
だ
と
理
解
す
る
こ
 
 

と
ば
、
な
ん
ら
不
思
議
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
も
そ
も
回
想
自
体
が
過
 
 

去
か
ら
の
操
作
の
産
物
で
あ
る
上
に
、
こ
れ
は
『
蒲
団
』
発
表
か
ら
十
 
 

年
を
経
た
大
正
六
年
と
い
う
時
点
で
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
回
想
に
は
、
 
 

花
袋
が
自
身
を
『
蒲
団
』
 
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
時
雄
＝
花
袋
を
演
じ
て
 
 

見
せ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
『
蒲
団
』
は
本
当
に
私
小
説
だ
っ
た
の
だ
 
 

ろ
う
か
。
 
 
 

そ
も
そ
も
花
袋
に
つ
い
て
の
文
壇
的
・
文
学
史
的
な
知
識
を
持
ち
合
 
 

わ
せ
な
い
読
者
に
と
っ
て
、
『
蒲
団
』
は
時
雄
＝
花
袋
の
 
（
告
白
小
説
）
 
 

と
読
め
る
で
あ
ろ
う
か
。
最
近
の
研
究
は
、
文
学
史
的
な
認
識
は
と
も
 
 

か
く
、
『
蒲
団
』
自
体
は
事
実
再
現
・
自
己
告
白
の
私
小
説
で
は
な
い
こ
 
 

感
傷
に
ふ
け
る
時
雄
が
相
対
化
さ
れ
る
こ
の
描
写
に
も
と
づ
き
、
「
「
蒲
 
 

団
」
と
い
う
作
品
が
、
た
ん
に
事
実
の
再
現
と
し
て
の
〝
告
白
〟
に
と
 
 

ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
意
図
に
も
と
づ
い
た
創
作
と
し
て
仕
組
ま
 
 

れ
て
い
る
」
 
こ
と
を
証
明
し
よ
う
と
す
る
棚
田
輝
嘉
「
田
山
花
袋
「
蒲
 
 

団
」
I
語
り
手
の
位
置
・
覚
書
」
（
『
国
語
国
文
』
5
6
・
5
、
一
九
八
七
・
 
 

五
）
は
、
「
モ
デ
ル
で
あ
る
か
つ
て
の
自
分
に
対
す
る
自
省
的
な
批
判
を
 
 

な
し
得
る
だ
け
の
時
が
縫
過
し
た
後
の
時
点
」
が
「
語
り
手
の
現
在
」
で
 
 

あ
る
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
時
雄
＝
花
袋
で
は
な
い
。
 
 
 

と
を
論
証
す
る
点
で
一
致
し
て
い
る
。
『
蒲
団
』
が
主
人
公
を
充
分
に
客
 
 

観
化
し
て
造
型
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
証
拠
と
し
て
、
作
品
の
終
わ
り
近
 
 

い
十
葦
、
父
に
よ
っ
て
故
郷
へ
と
連
れ
戻
さ
れ
る
女
弟
子
横
山
芳
子
を
、
 
 

〉
 

駅
で
時
雄
が
見
送
る
シ
ー
ン
の
描
写
が
挙
げ
ら
れ
郎
。
 
 

運 

プ 
命、 

人 
生  

が 
－ 曽 

て 
芳 

子に 
教へ 

たツル 
霧 

ゲ 
ー 
ネ 

フの  

『プニ 
ン  
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こ
れ
ま
で
多
く
の
 
『
蒲
団
』
評
が
こ
だ
わ
っ
て
き
た
の
は
、
『
蒲
団
』
 
 

と
い
う
小
説
自
体
よ
り
も
時
雄
＝
花
袋
と
い
う
作
家
で
あ
っ
た
の
に
対
 
 

し
、
昭
和
六
十
年
代
以
降
の
研
究
は
、
作
家
花
袋
を
一
旦
括
弧
に
く
く
 
 

り
、
物
語
内
容
二
言
説
の
分
析
を
進
め
る
。
い
わ
ば
、
中
村
光
夫
に
代
 
 

表
さ
れ
る
 
（
告
白
小
説
）
 
と
し
て
の
読
み
に
対
抗
す
る
形
で
、
花
袋
は
 
 

自
I
や
を
客
観
化
し
た
上
で
『
蒲
団
』
皇
息
図
的
に
造
型
し
て
い
る
と
い
 
 

う
、
（
客
観
小
説
）
と
し
て
の
読
み
が
持
ち
出
さ
れ
る
。
こ
の
囁
矢
と
な
 
 

っ
た
の
が
内
田
道
雄
「
『
蒲
団
』
」
（
『
解
釈
と
鑑
賞
』
4
7
・
8
、
一
九
八
二
・
 
 

七
）
 
で
、
「
作
品
が
明
瞭
な
意
図
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
」
「
花
袋
は
 
 

思
い
の
外
意
識
的
で
あ
っ
て
、
竹
中
時
雄
に
託
し
た
自
己
像
を
ア
イ
ロ
 
 

ニ
カ
ル
に
把
え
る
視
野
を
獲
得
し
て
い
た
」
と
論
じ
。
高
橋
敏
夫
 
 

「
『
蒲
団
』
1
〝
暴
風
〟
に
区
切
ら
れ
た
物
語
」
（
『
国
文
学
研
究
』
那
、
 
 

一
九
八
五
・
一
〇
）
 
は
よ
り
明
確
に
、
中
村
光
夫
『
風
俗
小
説
論
』
 
の
 
 

「
作
者
即
主
人
公
と
い
う
奇
妙
な
定
式
」
を
作
り
出
し
た
 
『
蒲
団
』
、
と
 
 

い
う
説
を
批
判
し
、
前
記
描
写
に
も
と
づ
き
、
「
物
語
の
語
り
手
は
、
そ
 
 

の
書
き
手
で
あ
る
花
袋
に
似
た
主
人
公
時
雄
を
、
あ
る
場
合
に
は
観
念
 
 

化
し
、
こ
っ
け
い
化
」
す
る
こ
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
る
。
さ
 
 

ら
に
棚
田
は
、
「
「
蒲
団
」
と
い
う
物
語
り
は
、
事
実
の
〝
再
現
〟
と
し
 
 

て
の
告
白
小
説
な
ど
で
は
な
い
し
、
ま
た
女
弟
子
へ
の
生
々
し
い
感
情
 
 

の
告
白
な
ど
で
も
な
い
。
若
い
二
人
の
男
女
の
肉
体
関
係
と
い
う
〝
事
 
 

実
＝
犯
罪
〟
を
物
語
る
た
め
に
創
造
さ
れ
た
虚
構
の
物
語
り
な
の
だ
」
と
 
 

い
う
読
み
か
ら
、
「
芳
子
の
〝
告
白
〟
が
「
蒲
団
」
 
の
い
わ
ば
す
べ
て
」
 
 だ

い
う
物
語
言
説
・
内
容
の
レ
ベ
ル
で
の
分
析
を
展
開
す
る
。
こ
れ
を
 
 

受
け
て
、
林
虜
親
「
田
山
花
袋
「
蒲
団
」
を
読
む
」
（
『
成
踵
大
学
文
学
 
 

部
紀
要
』
2
6
、
一
九
九
〇
・
一
二
）
 
は
、
『
蒲
団
』
は
「
時
雄
の
観
念
的
 
 

あ
る
い
は
夢
想
的
性
格
が
あ
る
指
向
性
の
も
と
に
典
型
化
さ
れ
る
構
造
」
 
 

を
持
っ
て
お
り
、
ま
た
作
中
に
は
「
主
人
公
で
あ
り
作
者
自
身
と
さ
れ
 
 

る
竹
中
時
雄
の
告
白
の
行
為
が
作
中
に
な
い
」
と
し
た
上
で
、
「
物
語
レ
 
 

ベ
ル
」
 
で
の
 
『
破
戒
』
と
『
蒲
団
』
 
の
類
似
性
を
瀬
川
丑
松
と
横
山
芳
 
 

子
の
「
作
中
人
物
の
行
為
と
し
て
の
「
告
白
」
」
に
求
め
た
。
こ
れ
が
さ
 
 

ら
に
藤
森
清
「
「
蒲
団
」
に
お
け
る
二
つ
の
告
白
 
－
 
誘
惑
と
し
て
の
告
 
 

白
行
為
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
4
8
、
一
九
九
三
・
五
）
 
に
受
け
継
が
れ
、
 
 

芳
子
の
作
中
で
の
告
白
と
時
雄
の
読
者
へ
の
告
白
の
関
係
が
分
析
さ
れ
 
 

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
文
学
史
で
は
な
く
作
品
だ
け
を
読
み
、
告
 
 

白
を
問
顎
に
す
る
な
ら
、
告
白
し
て
い
る
の
は
恋
人
と
の
「
肉
の
関
係
」
 
 

を
師
で
あ
る
時
雄
に
白
状
す
る
も
う
一
方
の
主
人
公
横
山
芳
子
で
あ
り
、
 
 

時
雄
＝
花
袋
の
 
（
告
白
小
説
）
 
と
し
て
は
読
め
な
い
。
 
 
 

だ
が
、
実
は
こ
の
よ
う
な
 
（
客
観
小
説
）
と
し
て
の
 
『
蒲
団
』
と
い
 
 

う
読
み
は
、
同
時
代
評
に
お
い
て
も
第
二
次
大
戦
後
の
 
『
蒲
団
』
論
で
 
 

も
、
（
告
白
小
説
）
と
し
て
の
読
み
に
括
抗
し
て
持
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
 
 

最
近
の
研
究
は
、
か
つ
て
持
ち
出
さ
れ
た
読
み
の
変
奏
で
あ
り
、
我
々
 
 

の
手
元
に
残
る
の
は
、
『
蒲
団
』
が
実
際
に
（
客
観
小
説
）
 
で
あ
る
か
ど
 
 

う
か
よ
り
も
、
そ
の
よ
う
な
議
論
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
き
た
と
い
う
 
 

事
実
で
あ
る
。
つ
ま
り
問
題
は
、
『
蒲
団
』
が
実
際
に
（
告
白
小
説
）
な
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の
か
 
（
客
観
小
説
）
な
の
か
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
二
者
択
一
の
も
 
 

と
に
『
蒲
団
』
を
読
む
こ
と
を
強
い
る
読
み
の
規
制
に
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
読
み
の
規
制
は
、
相
対
立
す
る
も
の
と
し
て
、
『
蒲
団
』
 
 

が
登
場
し
た
明
治
四
十
年
前
後
に
お
い
て
導
入
さ
れ
、
そ
の
後
『
蒲
団
』
 
 

だ
け
で
な
く
、
作
品
を
読
む
行
為
の
規
範
と
し
て
機
能
す
る
。
『
蒲
団
』
 
 

は
本
当
に
私
小
説
な
の
か
、
あ
る
い
は
 
（
告
白
小
説
）
な
の
か
 
（
客
観
 
 

小
説
）
な
の
か
と
問
う
読
み
の
規
制
は
、
他
の
読
み
の
可
能
性
を
排
除
 
 

す
る
形
で
機
能
し
、
読
み
の
基
盤
に
、
作
者
を
め
ぐ
る
思
考
の
磁
場
、
文
 
 

学
作
品
と
は
作
者
の
 
（
自
己
表
現
）
 
の
賜
物
で
あ
る
と
い
う
思
考
を
置
 
 

く
こ
と
に
な
る
。
現
在
文
学
作
品
と
し
て
文
学
史
に
登
録
さ
れ
て
い
る
 
 

作
品
は
、
か
つ
て
そ
れ
が
生
み
出
さ
れ
読
ま
れ
る
際
に
、
作
者
に
よ
っ
 
 

）
 

て
統
括
さ
れ
た
表
現
と
し
て
読
ま
れ
た
わ
け
で
は
な
。
さ
ま
ざ
ま
な
 
 

読
み
の
可
能
性
の
中
か
ら
、
文
学
作
品
が
作
家
の
告
白
に
よ
っ
て
直
接
 
 

支
配
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
文
学
作
品
は
そ
れ
自
体
自
律
し
な
が
ら
 
 

も
作
品
を
通
し
て
作
者
の
精
神
が
現
前
す
る
、
と
い
う
読
み
の
対
立
に
 
 

よ
っ
て
、
表
現
の
中
枢
に
作
者
を
据
え
る
文
学
評
価
の
基
準
で
あ
る
（
自
 
 

己
表
現
）
が
、
あ
り
う
る
他
の
読
み
の
あ
り
方
を
排
除
し
っ
つ
、
選
び
 
 

取
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
（
告
白
小
説
）
な
の
か
（
客
観
小
説
）
な
の
 
 

か
と
い
う
一
見
相
対
立
す
る
読
み
が
無
意
識
の
前
提
と
す
る
こ
と
で
、
 
 

（
自
己
表
現
）
は
も
は
や
疑
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
読
み
の
基
準
と
し
て
君
 
 

臨
す
る
。
 
 
 

本
論
は
、
『
蒲
団
』
が
一
時
代
を
画
す
る
作
品
と
し
て
読
ま
れ
る
こ
と
 
 

の
分
析
を
通
じ
て
、
あ
る
作
品
を
文
学
た
ら
し
め
る
力
の
磁
場
の
成
立
 
 

を
論
じ
る
が
、
こ
れ
は
『
蒲
団
』
 
の
み
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
作
品
を
文
 
 

学
へ
と
昇
華
せ
し
め
、
文
学
を
文
学
と
し
て
自
己
同
一
北
さ
せ
る
た
め
 
 

の
、
文
学
研
究
を
含
む
作
品
の
読
み
の
成
立
を
、
『
蒲
団
』
を
め
ぐ
る
読
 
 

み
は
示
し
て
く
れ
る
。
 
 

二
 
（
告
白
小
説
）
か
（
客
観
小
説
）
か
 
ー
 
『
蒲
団
』
同
時
代
評
 
 

当
時
の
代
表
的
な
雑
誌
の
明
治
四
十
年
十
月
号
か
ら
、
同
時
代
評
を
 
 

取
り
出
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
『
新
小
説
』
は
毎
月
 
 

一
日
発
行
な
の
で
、
十
五
日
を
発
行
日
と
す
る
『
新
潮
』
『
文
庫
』
で
は
、
 
 

九
月
号
に
最
新
の
同
時
代
評
が
掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 
 

・
『
中
央
公
論
』
明
4
0
・
1
0
 
 

生
「
丁
末
文
壇
概
観
」
あ
り
 
 

・
『
新
小
説
』
明
4
0
・
1
0
 
 

小
説
」
 
 

・
『
文
芸
倶
楽
部
』
明
4
0
・
1
0
 
 

・
『
国
民
新
聞
』
明
4
0
・
9
・
1
3
 
 
霹
靂
火
 
「
九
月
の
小
説
界
一
 
 

「
蒲
団
」
」
 
 

・
『
読
売
新
聞
』
明
4
0
・
9
・
2
2
 
 
迷
羊
「
小
説
の
主
人
公
」
 
 

・
『
太
陽
』
明
4
0
・
1
0
 
 

記
事
な
し
、
翌
月
に
内
田
不
知
 
 

庵
「
近
時
の
小
説
に
つ
い
て
」
他
あ
り
 
 

記
事
な
し
 
 
 

戸
張
竹
風
「
我
観
録
 
厭
妻
的
 
 

記
事
な
し
、
明
4
1
・
1
に
樗
蔭
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字
」
 
 
 

太
田
正
雄
・
平
出
修
・
天
野
逸
 
 
 

去
明
星
』
明
4
0
・
1
0
 
 

人
・
与
謝
野
寛
「
田
山
花
袋
氏
の
『
蒲
団
』
（
批
評
）
」
 
 
 

記
事
な
し
 
 

二
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
』
明
4
0
・
1
0
 
 

衣
水
生
「
時
評
 
自
然
主
義
の
 
 
 

・
『
帝
国
文
学
』
明
4
0
・
1
0
 
 

作
物
 
花
袋
氏
の
「
蒲
団
」
」
 
 
 

小
栗
風
童
∵
正
宗
白
鳥
・
徳
田
 
 
 

去
早
稲
田
文
学
』
明
㈹
∵
1
0
 
 

秋
江
・
片
上
天
弦
・
水
野
菓
舟
・
松
原
重
文
・
中
村
屋
湖
・
相
馬
御
 
 
 

風
・
星
月
夜
（
＝
島
村
抱
月
）
「
『
蒲
団
』
合
評
」
 
 

「
文
芸
界
時
報
」
 
 

・
『
ハ
ガ
キ
文
学
』
明
細
・
1
0
 
 

『
蒲
団
』
に
つ
い
て
の
評
は
、
当
時
の
文
壇
の
中
心
的
な
雑
誌
を
ほ
 
 

ぼ
網
羅
し
て
お
り
、
い
か
に
反
響
が
大
き
か
っ
た
か
分
か
る
が
、
数
が
 
 

多
い
だ
け
で
な
く
、
そ
の
論
じ
方
の
パ
タ
ー
ン
や
評
価
に
お
い
て
見
事
 
 

な
分
岐
を
見
せ
て
い
る
。
文
学
史
的
に
自
然
主
義
の
牙
城
と
さ
れ
る
『
早
 
 

・
『
趣
味
』
明
4
0
・
1
0
 
 
 

界
」
 
 

・
『
新
声
』
明
4
0
・
1
0
 
 

調
急
調
」
・
中
山
蕗
峰
「
花
袋
氏
の
 
 

・
『
新
潮
』
明
4
0
・
9
・
1
5
 
 

・
『
文
章
世
界
』
明
4
0
・
9
・
1
5
 
 

・
『
文
庫
』
明
4
0
・
9
・
1
5
 
 

雲
外
生
「
彙
報
 
先
月
の
小
説
 
 

記
者
「
『
蒲
団
』
を
読
む
」
・
「
媛
 
 

『
蒲
団
』
に
現
は
れ
た
る
事
実
」
 
 

「
前
月
文
芸
史
」
・
「
甘
言
苦
言
」
 
 

記
事
な
し
 
 

「
九
月
の
雑
誌
二
」
・
「
六
号
括
 
 

で 稲 
ふ 

文学 
の 』 
論 
は 田でも 
、 

『蒲 
そ 

団 
』 体の感 の分岐 
が 

「 
赤 の 

裸 
顕著 

々 
の 

人 
支 

編 が 

間の 

大 
、 。   

胆 げられ 

なる さ 

懐 
に い て 

悔 き 

録 た 

」  はにうかえる   の  
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不
満
足
を
呈
す
る
の
み
で
、
時
雄
＝
花
袋
と
い
う
公
式
に
も
と
づ
き
『
蒲
 
 

団
』
の
告
白
性
に
つ
い
て
論
及
す
る
。
「
肉
の
人
」
「
赤
裸
々
の
人
間
」
の
 
 

「
野
生
の
声
」
、
作
品
を
通
し
て
生
の
作
家
の
「
声
」
が
直
接
に
聞
こ
え
 
 

る
か
ら
、
『
蒲
団
』
と
い
う
作
品
が
価
値
を
持
つ
と
い
う
の
で
あ
る
。
 
 
 

同
様
の
指
摘
は
、
巻
頭
に
置
か
れ
た
小
栗
風
葉
（
一
八
七
五
－
一
九
 
 

二
六
）
の
諭
で
も
、
「
作
家
と
し
て
最
感
心
す
る
の
は
、
材
料
が
事
実
で
 
 

あ
る
と
否
と
は
兎
に
角
、
作
者
の
心
的
閲
歴
ま
た
は
情
生
活
を
い
つ
は
 
 

ら
ず
飾
ら
ず
告
白
し
発
表
し
得
ら
れ
た
と
云
ふ
態
度
で
あ
る
」
と
さ
れ
 
 

て
お
り
、
ま
た
徳
田
（
近
松
）
秋
江
（
一
八
七
六
－
一
九
四
四
）
む
同
 
 

様
に
、
「
自
己
に
最
も
直
接
な
る
縫
験
を
描
け
（
略
）
そ
の
芸
術
上
の
出
 
 

来
栄
へ
ば
暫
ら
く
措
ひ
て
間
は
ず
、
む
し
ろ
そ
の
勇
気
が
実
に
文
学
史
 
 

上
の
功
業
だ
と
存
じ
ま
す
」
と
し
て
い
る
。
正
宗
白
鳥
（
一
八
七
九
－
 
 

一
九
六
二
）
の
、
「
思
切
っ
て
突
込
ん
で
描
い
て
あ
る
。
飾
り
つ
気
な
く
 
 

腹
の
中
を
見
せ
て
あ
る
」
と
い
う
評
も
こ
れ
に
近
い
。
四
論
に
共
通
す
 
 

る
の
は
、
時
雄
＝
花
袋
と
い
う
公
式
を
も
と
に
し
た
、
作
家
花
袋
の
「
機
 
 

悔
」
「
告
白
」
の
「
大
胆
」
「
勇
気
」
を
請
え
る
（
告
白
小
説
）
と
し
て
 
 

の
読
み
で
あ
る
。
こ
の
読
み
が
や
が
て
『
蒲
団
』
 
の
支
配
的
な
読
み
と
 
 

な
り
、
事
実
再
現
・
自
己
告
白
を
要
素
と
す
る
私
小
説
の
源
流
と
し
て
 
 

の
 
『
蒲
団
』
像
を
作
っ
て
ゆ
く
が
、
し
か
し
こ
の
よ
う
な
読
み
は
、
の
 
 

ち
に
『
蒲
団
』
に
「
推
讃
の
辞
」
を
送
り
（
明
4
1
・
2
）
、
盛
ん
に
自
然
 
 

主
義
支
持
の
評
論
を
掲
載
す
る
『
早
稲
田
文
学
』
 
に
お
い
て
も
、
支
配
 
 

的
だ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
 
 
 

対
照
的
な
の
が
、
偲
月
を
助
け
て
『
早
稲
田
文
学
』
の
編
集
に
携
わ
 
 

っ
て
い
た
片
上
天
弦
（
一
八
八
四
－
一
九
二
八
）
 
の
評
で
あ
る
。
年
齢
 
 

的
に
も
花
袋
や
抱
月
か
ら
は
一
回
り
下
で
あ
り
、
の
ち
に
大
正
末
年
の
 
 

私
小
説
論
争
で
は
反
私
小
説
の
論
陣
を
張
り
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
主
義
批
 
 

評
に
先
鞭
を
つ
け
る
こ
と
に
も
な
る
天
弦
の
論
調
は
、
抱
月
の
そ
れ
と
 
 

は
か
な
り
異
な
る
。
 
 

の事件人 

対u可謝 

物と作 

者の実 
渕 

作中際生活との 

関係 い。 
（ 

ること の 
摂 如 

きは、作品  
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天
弦
の
論
点
は
、
作
品
の
「
根
底
」
に
「
作
者
の
同
感
」
と
い
う
形
 
 

で
「
作
者
の
感
情
」
が
窺
え
る
の
は
構
わ
な
い
が
、
『
蒲
団
』
の
場
合
作
 
 

品
と
作
者
の
「
距
離
」
が
近
す
ぎ
て
、
「
客
観
化
」
が
で
き
て
い
な
い
、
 
 

だ
か
ら
『
蒲
団
』
は
作
品
と
し
て
は
評
価
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
 
 

あ
る
。
同
様
の
指
摘
は
、
水
野
葉
舟
（
一
八
八
三
－
一
九
四
七
）
 
の
論
 
 

に
も
、
「
此
作
の
事
実
と
、
作
を
す
る
と
言
ふ
に
つ
い
て
の
作
者
と
の
距
 
 

離
の
余
り
に
密
接
し
て
居
る
」
、
「
花
袋
氏
が
こ
の
材
料
に
対
し
て
静
か
 
 

に
首
尾
を
ま
と
め
ら
れ
る
時
の
余
裕
が
不
足
し
て
居
た
と
見
た
い
」
、
「
事
 
 

実
か
ら
離
れ
て
自
己
を
見
る
（
略
）
と
言
ふ
、
批
判
の
態
度
が
不
足
し
、
 
 

実
感
に
す
ぎ
て
居
る
」
と
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

抱
月
た
ち
と
天
弦
た
ち
の
『
蒲
団
』
評
の
最
大
の
相
違
は
、
一
見
評
 
 

価
す
る
し
な
い
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
実
は
そ
れ
以
前
に
あ
る
。
抱
月
に
 
 

と
っ
て
『
蒲
団
』
は
、
「
『
芸
術
品
ら
し
く
な
い
』
」
「
儀
悔
録
」
、
つ
ま
り
 
 

（
告
白
小
説
）
と
し
て
あ
っ
た
が
、
天
弦
は
こ
の
（
告
白
小
説
）
と
し
て
 
 

の
見
方
を
、
「
作
中
の
事
件
人
物
と
作
者
の
実
際
生
活
と
の
関
係
の
如
巷
 
 

は
、
作
品
の
高
下
に
対
し
て
論
列
の
沙
汰
」
と
い
う
よ
う
に
真
っ
向
か
 
 

ら
否
定
し
て
い
る
。
だ
が
も
ち
ろ
ん
、
天
弦
は
作
品
を
論
じ
る
際
に
、
作
 
 

品
と
作
者
を
全
く
切
り
離
し
、
作
品
だ
け
を
見
る
ぺ
巷
だ
と
い
っ
て
い
 
 

る
の
で
は
な
い
。
「
作
中
の
事
件
人
物
の
根
底
に
は
作
者
の
同
感
が
布
か
 
 

離 
し 
て 
描 
い 
て 
ない 

。 

客観 

化 
が 
不 

分 
で 

あ 
る 

自 
己 
抽 
出 
が 
不  

れ
て
あ
り
、
ま
た
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
い
う
よ
う
に
、
作
者
は
作
品
 
 

に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
作
者
は
、
 
 

作
品
と
「
一
定
の
距
離
」
を
持
ち
、
あ
く
ま
で
「
突
き
灘
」
さ
れ
、
「
客
 
 

観
化
」
さ
れ
、
「
自
己
抽
出
」
さ
れ
て
お
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
作
品
を
通
し
 
 

て
う
か
が
え
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
作
中
に
直
接
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
は
 
 

な
ら
な
い
。
 
 
 

抱
月
に
と
っ
て
『
蒲
団
』
が
（
告
白
小
説
）
と
し
て
あ
っ
た
の
に
対
 
 

し
、
天
弦
に
と
っ
て
『
蒲
団
』
は
、
ま
ず
（
客
観
小
説
）
と
し
て
あ
る
。
 
 

抱
月
の
論
の
出
発
点
は
、
「
肉
の
人
、
赤
裸
々
の
人
間
の
大
胆
な
る
憤
悔
 
 

録
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
人
間
」
花
袋
、
作
家
花
袋
に
置
か
れ
た
が
、
天
 
 

弦
に
と
っ
て
『
蒲
団
』
は
、
作
家
の
生
活
か
ら
は
切
り
離
さ
れ
た
地
点
、
 
 

つ
ま
り
作
品
と
し
て
自
律
し
た
地
点
に
あ
り
、
出
発
点
は
あ
く
ま
で
作
 
 

品
で
あ
っ
て
作
家
で
は
な
い
。
天
弦
の
読
み
は
、
作
品
を
通
し
て
う
か
 
 

が
え
る
作
者
、
作
品
内
部
に
お
け
る
作
者
の
位
置
を
問
題
に
し
て
い
る
 
 

の
で
あ
る
。
い
わ
ば
彼
ら
は
生
身
の
作
家
か
ら
作
品
を
読
む
か
、
作
品
 
 

か
ら
抽
出
さ
れ
た
作
家
を
読
む
か
と
い
う
、
読
み
の
ベ
ク
ト
ル
に
お
い
 
 

て
異
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

以
上
六
論
以
外
に
、
相
馬
御
風
（
一
八
八
三
－
一
九
五
〇
）
は
読
後
 
 

感
と
し
て
、
『
蒲
団
』
・
で
は
「
人
生
の
或
狭
い
一
面
の
う
ち
に
映
じ
来
っ
 
 

た
広
い
人
生
の
前
景
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
も
窺
ふ
事
が
出
来
る
」
と
、
作
 
 

品
が
そ
の
背
後
に
人
生
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
、
松
原
重
文
 
 

（
一
八
八
四
－
一
九
四
五
）
の
評
は
、
「
人
間
を
時
代
と
い
ふ
も
の
に
、
切
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実
に
結
び
着
け
て
描
く
と
い
ふ
、
新
し
い
傾
向
を
発
見
し
た
」
と
同
様
 
 

の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
感
想
は
、
『
蒲
団
』
の
前
月
に
発
 
 

表
さ
れ
た
花
袋
の
「
現
時
の
小
説
に
就
い
て
」
（
『
太
陽
』
明
4
0
・
8
）
の
、
 
 

「
其
国
の
時
代
の
描
写
－
明
治
の
今
日
な
ら
ば
、
私
共
が
一
緒
に
同
じ
空
 
 

気
を
呼
吸
し
、
同
じ
地
上
を
歩
い
て
居
る
人
間
を
活
写
す
る
や
う
に
な
 
 

っ
て
、
始
め
て
小
説
と
謂
ふ
も
の
～
真
面
目
な
目
的
が
適
せ
ら
る
～
こ
 
 

と
で
せ
う
」
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
両
者
は
共
通
し
て
、
 
 

抱
月
ら
に
対
し
、
い
ず
れ
も
作
家
花
袋
の
告
白
と
し
て
読
ん
で
は
い
な
 
 

い
上
に
、
花
袋
の
余
裕
の
な
さ
や
未
熟
さ
を
指
弾
す
る
天
弦
や
水
野
に
 
 

）
 

対
し
て
は
、
そ
ろ
っ
て
『
蒲
望
の
描
写
の
達
成
を
賞
賛
し
て
い
郎
。
 
 

例
え
ば
御
風
は
、
「
技
巧
の
方
面
」
に
つ
い
て
天
弦
に
並
ぶ
詳
細
な
批
評
 
 

を
行
う
。
 
 

刻鋼 
先 
づ 
第 
一 
に 

気の 

つい 
た 

事は 、 

利 

今迄 

自叙 
体 
に 

用 
ひ 
て 
居 
た 
描 
写  

い 

れ 

よう 
た 

』 新 
に 自 

然 
主 

てくる 義 
小 

説） 
であ 

るペ 

さの特色とも見卓は、客 察と 

の 

も 

、 観の事 
に 

月 
ん 
で  象に対   
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観
小
説
）
 
と
し
て
の
 
『
蒲
団
』
 
に
主
観
が
ど
の
よ
う
に
表
れ
て
い
る
か
 
 

論
じ
て
い
る
も
の
の
方
が
大
勢
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
 
 

な
傾
向
は
、
『
明
星
』
 
の
 
「
田
山
花
袋
氏
の
 
『
蒲
団
』
」
と
い
う
合
評
に
 
 

お
い
て
は
さ
ら
に
鮮
明
と
な
句
。
寄
稿
し
た
四
老
い
ず
れ
も
、
『
蒲
団
』
 
 

を
時
雄
＝
花
袋
の
告
白
小
説
と
し
て
扱
っ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
四
諭
 
 

す
ペ
て
が
『
蒲
団
』
の
不
出
来
を
批
判
す
る
描
写
論
と
な
っ
て
お
り
、
な
 
 

か
で
も
太
田
正
雄
（
＝
木
下
杢
太
郎
、
一
八
八
五
⊥
九
四
五
）
は
、
『
蒲
 
 

団
』
 
の
描
写
が
あ
ま
り
に
「
公
平
」
「
客
観
」
す
ぎ
、
主
人
公
へ
の
「
同
 
 

情
」
が
わ
か
な
い
、
と
さ
え
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
迄
見
て
き
た
中
 
 

で
は
御
風
の
、
作
者
と
作
中
人
物
と
の
距
離
が
と
れ
た
客
観
小
説
と
し
 
 

て
の
読
み
に
近
い
と
は
い
え
、
作
者
の
主
観
が
全
く
見
ら
れ
な
い
と
す
 
 

る
点
で
は
（
客
観
小
説
）
と
し
て
の
読
み
を
よ
り
押
し
進
め
て
い
る
。
こ
 
 

の
よ
う
に
、
同
時
代
評
も
『
蒲
団
』
 
が
 
（
告
白
小
説
）
 
で
あ
る
か
 
（
客
 
 

観
小
説
）
 
で
あ
る
か
で
揺
れ
て
い
る
。
 
 

三
 
作
者
を
め
ぐ
る
思
考
の
磁
場
 
－
 
（
自
己
表
現
）
導
入
の
力
学
 
 

『
新
声
』
に
掲
載
さ
れ
た
記
者
「
『
蒲
団
』
を
読
む
」
は
、
抱
月
や
風
 
 

葉
の
評
の
よ
う
に
 
『
蒲
団
』
を
全
面
的
に
支
持
し
、
そ
の
根
拠
を
「
作
 
 

者
が
此
小
説
に
於
て
自
己
及
其
々
青
年
男
女
の
私
事
を
主
材
と
し
て
、
忌
 
 

愕
な
き
描
写
と
卒
直
な
る
白
白
と
を
試
み
た
る
事
是
也
」
と
し
て
い
る
。
 
 

時
雄
＝
花
袋
が
事
実
を
そ
の
ま
ま
に
告
白
し
た
こ
と
、
つ
ま
り
『
蒲
団
』
 
 

の
事
実
再
現
・
自
己
告
白
性
に
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
 
 

文
学
理
念
の
必
然
的
な
到
着
点
と
し
て
 
『
蒲
団
』
を
位
置
づ
け
る
試
 
 

み
は
、
す
で
に
抱
月
の
評
に
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
作
者
が
「
『
全
 
 

自
己
』
を
傾
注
」
し
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
作
品
が
「
生
命
」
や
「
真
 
 

実
」
を
獲
得
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
文
学
表
現
の
中
枢
に
作
者
の
「
『
全
 
 

自
己
』
」
を
置
く
と
い
う
、
（
自
己
表
現
）
性
の
有
無
を
据
え
た
「
十
九
 
 

世
紀
後
半
」
 
の
文
学
観
が
持
ち
出
さ
れ
、
そ
れ
に
か
な
う
作
品
と
し
て
 
 

『
蒲
団
』
が
称
揚
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
（
自
己
表
現
）
が
『
蒲
団
』
に
 
 

適
用
さ
れ
、
作
者
の
「
『
全
自
己
』
」
が
文
学
表
現
の
起
源
と
し
て
実
質
 
 

化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
「
読
者
は
今
や
作
を
通
じ
て
作
者
の
 
『
全
生
命
』
 
 
 

め
に
次
の
よ
う
な
文
学
史
的
記
述
を
行
う
。
 
 
 

十 
九 

世紀後半に於ける大作の多く 

は、作 

者の 
を 

自 

叙伝と 
も  
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を
聴
か
ん
と
す
」
、
「
わ
が
社
は
『
蒲
団
』
に
於
て
い
た
く
著
者
の
『
誠
 
 

実
』
に
う
た
れ
た
り
」
と
い
よ
う
に
、
作
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
「
読
 
 

者
」
、
作
品
を
通
じ
て
作
者
の
「
『
誠
実
』
」
に
打
た
れ
る
「
わ
が
社
」
が
 
 

顔
を
の
ぞ
か
せ
る
。
作
品
を
通
し
て
向
こ
う
側
に
作
者
を
表
現
の
起
源
 
 

と
し
て
設
定
す
る
と
と
も
に
、
作
品
を
積
極
的
に
読
み
と
る
主
体
と
し
 
 

て
の
読
者
が
、
作
品
の
こ
ち
ら
側
に
実
質
化
さ
れ
て
い
肇
。
 
 
 

だ
が
こ
の
記
事
は
、
『
蒲
団
』
の
告
白
性
だ
け
を
強
調
し
て
い
る
の
で
 
 

は
な
い
。
記
事
の
大
半
は
、
「
尤
も
多
く
の
感
興
を
以
て
窺
い
得
る
も
の
 
 

は
、
其
の
背
景
と
し
て
現
さ
れ
た
る
過
去
十
数
年
間
に
於
け
る
活
社
会
 
 

の
変
遷
史
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
社
会
小
説
と
し
て
の
広
が
り
に
 
 

費
や
さ
れ
て
い
る
。
中
年
の
男
性
が
、
家
庭
に
納
ま
っ
た
古
い
タ
イ
プ
 
 

の
女
性
で
あ
る
妻
か
ら
愛
情
を
移
し
、
新
し
い
女
性
で
あ
る
芳
子
に
恋
 
 

す
る
と
い
う
「
自
然
の
過
程
」
に
、
「
時
代
推
移
の
急
調
を
偲
は
し
め
た
 
 

る
」
点
に
お
い
て
、
「
『
蒲
団
』
は
尤
も
好
き
意
味
に
於
け
る
社
会
小
説
 
 

也
」
と
い
う
の
だ
が
、
こ
と
に
登
場
人
物
の
設
定
に
お
い
て
、
作
者
の
 
 

射
意
を
読
み
と
っ
て
い
く
。
例
え
ば
、
出
勤
途
上
で
出
会
う
女
教
師
に
 
 

つ
い
て
時
雄
が
漏
ら
す
、
「
共
時
細
君
が
懐
妊
し
て
居
っ
た
ら
か
、
不
図
 
 

難
産
し
て
死
ぬ
、
其
後
に
其
女
を
入
れ
る
と
し
て
何
う
で
あ
ら
う
」
と
 
 

い
う
感
想
に
対
し
て
は
、
 
 

如
何
に
大
過
な
る
内
的
生
活
の
自
白
に
あ
ら
ず
や
、
さ
れ
ど
是
恐
 
 

ら
く
は
『
個
人
』
の
限
り
な
き
発
展
を
望
む
新
知
識
の
夫
と
、
『
家
族
』
 
 

と
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
、
感
想
は
単
純
に
時
雄
＝
花
袋
に
帰
属
さ
れ
 
 

る
の
で
は
な
い
。
花
袋
が
こ
の
よ
う
な
破
廉
恥
な
妄
想
を
抱
い
て
お
り
、
 
 

そ
れ
を
大
過
に
告
白
し
た
こ
と
だ
け
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
 
 

「
時
代
」
や
「
世
紀
の
煩
悶
」
を
措
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
価
 
 

値
を
持
つ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
生
身
の
作
家
の
身
振
り
だ
け
が
問
題
 
 

な
の
で
は
な
い
。
「
作
者
は
此
の
如
く
に
し
て
時
代
を
語
れ
り
、
作
者
は
 
 

此
の
如
く
し
て
社
会
を
描
け
り
、
作
者
は
此
の
如
く
に
し
て
人
生
を
見
 
 

た
り
」
と
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
作
者
が
作
品
と
完
全
に
同
一
化
し
 
 

て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、
作
品
を
通
し
て
作
者
の
見
た
「
時
代
」
「
社
会
」
 
 

「
人
生
」
が
う
か
が
え
る
か
ら
こ
そ
、
『
蒲
団
』
は
価
値
を
持
つ
。
記
者
 
 

は
こ
の
よ
う
に
、
『
蒲
団
』
に
自
己
告
白
性
と
社
会
小
説
性
の
両
方
の
特
 
 

質
を
同
時
に
見
て
い
る
の
で
あ
り
、
末
尾
で
「
わ
が
社
は
尤
も
好
尊
意
 
 

殊
に
解
釈
さ
れ
た
る
写
実
主
義
の
模
型
を
『
蒲
団
』
 
に
於
て
認
る
も
の
 
 

也
」
と
い
う
と
巷
、
こ
の
 
「
写
実
主
義
」
 
に
は
、
作
品
に
お
け
る
 
（
告
 
 

白
小
説
）
性
と
（
客
観
小
説
）
性
の
両
方
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
同
一
の
評
論
に
、
『
蒲
団
』
の
 
（
告
白
小
説
）
性
と
（
客
 
 

観
小
説
）
性
の
両
方
の
特
徴
が
矛
盾
す
る
こ
と
な
く
同
居
し
て
い
る
こ
 
 

と
は
、
『
早
稲
田
文
学
』
及
び
『
明
星
』
の
多
様
性
が
、
実
は
同
一
の
前
 
 

提
を
も
と
に
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
 
 

の
犠
牲
と
し
て
鋳
出
さ
れ
た
る
旧
時
代
の
妻
と
の
間
に
於
て
免
れ
得
 
 

ざ
る
破
綻
に
し
て
、
是
明
か
に
時
代
の
苦
痛
也
、
世
紀
の
煩
悶
也
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雑
誌
で
の
対
立
は
、
他
の
読
み
の
選
択
を
排
除
す
る
形
で
成
り
立
っ
て
 
 

い
る
多
様
性
な
の
で
あ
り
、
同
一
の
前
提
を
基
盤
に
据
え
る
対
立
と
な
 
 

っ
て
い
る
。
 
 
 

『
蒲
団
』
同
時
代
評
で
は
、
時
雄
＝
花
袋
の
公
式
に
も
と
づ
く
（
告
 
 

白
小
説
）
 
と
し
て
の
読
み
は
共
通
の
前
提
と
さ
れ
て
お
ら
ず
、
大
き
く
 
 

（
告
白
小
説
）
と
し
て
の
読
み
と
、
（
客
観
小
説
）
と
し
て
の
読
み
に
分
 
 

か
れ
、
両
者
は
作
家
と
作
品
と
い
ず
れ
か
を
出
発
点
と
し
て
論
を
始
め
 
 

て
い
た
。
抱
月
ら
が
賛
嘆
を
惜
し
ま
な
い
の
は
、
作
家
花
袋
の
「
懐
悔
」
 
 

「
告
白
」
の
「
大
胆
」
「
勇
気
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
作
品
の
描
写
技
術
 
 

に
つ
い
て
の
批
評
は
一
切
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
天
弦
以
下
が
 
 

ひ
と
し
な
み
に
描
写
論
か
ら
始
ま
る
の
は
、
彼
ら
の
起
点
が
つ
ね
に
作
 
 

品
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
ま
ず
作
品
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
作
 
 

者
の
位
置
が
問
題
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
生
身
の
作
家
が
い
か
に
「
大
 
 

胆
」
 
で
 
「
勇
気
」
 
に
溢
れ
て
い
よ
う
が
、
そ
れ
は
一
旦
括
弧
に
括
ら
れ
 
 

る
。
も
ち
ろ
ん
、
天
弦
と
御
風
で
は
評
価
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
 
 

対
立
は
、
作
品
を
通
し
て
作
者
の
位
置
を
探
る
と
い
う
前
提
に
お
い
て
 
 

は
共
通
し
て
お
り
、
『
蒲
団
』
が
そ
れ
自
体
で
自
律
し
た
作
品
で
あ
る
こ
 
 

と
は
当
然
視
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
作
者
を
通
し
て
作
品
を
 
 

見
て
い
る
抱
月
ら
と
天
弦
・
御
風
ら
は
対
立
す
る
が
、
こ
の
抱
月
ら
と
 
 

天
弦
ら
の
対
立
も
、
実
は
根
本
的
な
対
立
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
前
提
 
 

を
見
え
な
く
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
お
い
て
相
互
補
完
的
な
役
割
を
果
た
 
 

し
て
い
る
。
作
家
か
ら
作
品
を
見
よ
う
と
、
作
品
か
ら
作
者
を
見
よ
う
 
 

と
、
『
蒲
団
』
と
い
う
作
品
の
表
現
の
中
心
は
、
生
身
の
作
家
や
「
抽
出
」
 
 

さ
れ
た
作
者
の
自
己
に
あ
り
、
作
品
と
作
家
・
作
者
は
（
自
己
表
現
）
に
 
 

お
い
て
有
機
的
に
結
ば
れ
て
い
る
、
と
い
う
前
提
に
お
い
て
、
何
ら
異
 
 

な
る
こ
と
は
な
い
。
い
わ
ば
両
者
は
共
謀
し
て
作
者
と
作
品
の
実
体
化
・
 
 

自
律
化
を
目
指
し
て
い
る
。
 
 
 

『
蒲
団
』
を
め
ぐ
る
同
時
代
評
は
、
こ
の
よ
う
に
表
面
上
対
立
す
る
 
 

議
論
を
闘
わ
せ
る
こ
と
で
、
生
身
で
あ
れ
作
品
を
通
し
た
像
で
あ
れ
、
作
 
 

品
を
統
括
す
る
表
現
の
中
心
と
し
て
の
作
者
を
想
定
す
る
（
自
己
表
現
）
 
 

と
い
う
文
学
評
価
の
座
標
軸
を
持
ち
出
す
。
文
学
作
品
を
論
じ
る
土
台
 
 

と
し
て
、
生
身
の
作
家
と
作
品
を
通
し
て
み
た
作
者
像
と
い
う
、
二
つ
 
 

の
極
に
よ
っ
て
自
律
し
た
、
作
家
を
め
ぐ
る
思
考
の
磁
場
を
導
入
す
る
。
 
 

こ
の
 
『
蒲
団
』
論
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ベ
ク
ト
ル
は
、
近
代
文
学
研
究
の
二
 
 

本
の
柱
で
あ
る
、
作
家
論
と
作
品
論
と
し
て
、
や
が
て
大
き
な
実
を
結
 
 

ぶ
こ
と
に
な
る
。
作
家
の
事
実
を
重
視
す
る
方
向
か
ら
、
作
家
の
生
涯
 
 

を
詳
細
に
追
跡
す
る
こ
と
で
作
品
の
意
味
を
読
み
取
っ
て
い
こ
う
と
す
 
 

る
作
品
論
が
背
後
に
し
の
ば
せ
る
の
は
、
作
家
の
告
白
と
し
て
の
作
品
 
 

と
い
う
信
念
で
あ
り
、
作
品
の
意
味
を
読
み
取
る
こ
と
で
作
者
の
精
神
 
 

に
肉
薄
し
よ
う
と
す
る
作
品
論
が
背
後
に
し
て
い
る
も
の
は
、
作
品
は
 
 

作
者
の
内
面
生
活
の
結
晶
で
あ
る
と
い
う
信
念
で
あ
る
。
 
 
 

『
蒲
団
』
同
時
代
評
は
、
明
治
三
十
九
年
か
ら
四
十
年
に
か
け
て
の
、
 
 

（
自
己
表
現
）
を
採
用
す
る
こ
と
で
、
文
学
が
文
学
と
し
て
自
己
同
一
化
 
 

し
境
界
線
を
画
定
す
る
再
編
成
の
、
集
約
的
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
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肇
三
蒲
団
』
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
言
説
は
、
『
蒲
団
』
だ
け
を
求
心
 
 

的
に
論
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
文
学
作
品
を
論
じ
る
た
め
の
読
み
の
 
 

規
制
の
設
定
、
文
学
を
論
じ
る
と
い
う
こ
と
の
制
度
化
と
し
て
機
能
し
 
 

て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

四
 
文
学
再
考
と
『
蒲
団
』
 
 

花
袋
の
 
『
蒲
団
』
そ
の
も
の
が
、
果
た
し
て
時
雄
＝
花
袋
の
 
（
告
白
 
 

小
説
）
で
あ
る
の
か
否
か
を
、
当
時
の
花
袋
の
文
学
論
を
史
料
と
し
、
花
 
 

袋
の
意
図
の
有
無
と
し
て
論
じ
る
な
ら
、
（
告
白
小
説
）
と
し
て
の
読
み
 
 

は
退
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
『
蒲
団
』
発
表
の
前
月
に
発
表
さ
れ
た
「
現
 
 

時
の
小
説
に
就
い
て
」
（
『
太
陽
』
明
4
0
・
8
）
か
ら
う
か
が
え
る
花
袋
 
 

の
創
作
観
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
日
本
の
文
芸
は
今
迄
余
り
に
社
会
と
人
 
 

間
と
に
没
交
渉
で
あ
つ
た
」
か
ら
、
「
明
治
の
価
者
は
明
治
の
時
代
と
人
 
 

間
と
が
如
何
な
る
状
態
に
あ
る
か
と
い
ふ
こ
と
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
 
 

ま
せ
う
」
と
い
う
も
の
で
、
明
治
と
い
う
「
時
代
」
 
の
「
人
間
」
を
措
 
 

く
こ
と
を
志
向
し
て
は
い
て
も
、
そ
れ
は
自
ら
を
書
く
ぺ
き
だ
と
い
う
 
 

信
念
の
表
明
で
は
な
い
。
『
蒲
団
』
以
前
の
花
袋
の
文
章
は
、
「
事
実
」
を
 
 

書
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
描
写
上
の
信
念
を
繰
り
返
し
述
べ
て
 
 

は
い
て
も
、
自
己
の
私
生
活
や
内
面
生
活
を
告
白
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
 
 

い
う
決
断
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
噂
。
だ
が
、
『
蒲
団
』
評
以
降
、
花
 
 

袋
は
頓
極
的
に
『
蒲
団
』
が
告
白
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
く
。
例
え
 
 

ば
「
国
木
田
独
歩
論
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
明
4
1
・
8
）
 
で
は
、
明
治
三
 
 

十
年
の
独
歩
と
の
日
光
滞
在
を
回
想
し
、
独
歩
が
「
事
実
を
書
か
な
け
 
 

れ
ば
駄
目
だ
、
空
想
を
棄
て
～
事
実
を
書
け
、
と
云
ふ
事
を
頻
り
に
忠
 
 

告
し
て
呉
れ
た
」
こ
と
を
感
謝
し
な
が
ら
、
「
僕
が
今
日
兎
も
角
も
、
自
 
 

家
の
腹
中
を
ぶ
ち
ま
け
て
、
忌
悍
な
い
告
白
を
し
得
る
に
至
っ
た
ば
こ
 
 

れ
が
為
め
」
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
評
論
で
 

側
か
ら
方
向
付
け
て
ゆ
く
だ
け
で
な
く
、
衆
目
の
集
ま
る
中
『
蒲
団
』
に
 
 

続
い
て
書
か
れ
た
『
生
』
（
『
読
売
新
聞
』
明
4
1
・
4
－
7
）
『
妻
』
（
『
日
 
 

本
』
明
4
1
・
1
0
－
明
4
2
・
2
）
『
縁
』
（
『
毎
日
電
報
』
明
4
3
・
3
－
8
）
の
 
 

三
部
作
は
、
『
蒲
団
』
を
事
実
再
現
・
内
面
告
白
の
小
説
と
し
て
読
む
ペ
 
 

く
、
『
蒲
団
』
に
は
措
か
れ
な
か
っ
た
時
雄
の
来
歴
や
生
活
、
抱
月
に
指
 
 

摘
さ
れ
た
妻
の
反
応
の
不
充
分
さ
が
埋
め
ら
れ
、
時
雄
の
友
人
た
ち
（
太
 
 

田
王
者
・
柳
田
国
男
・
独
歩
な
ど
）
が
そ
れ
と
分
か
る
指
標
を
帯
び
て
 
 

登
場
す
る
。
や
が
て
『
東
京
の
三
十
年
』
が
、
告
白
性
を
完
成
す
る
こ
 
 

と
に
な
る
。
 
 
 

『
蒲
団
』
は
、
花
袋
や
、
周
り
の
モ
デ
ル
た
ち
の
環
境
整
備
の
努
力
 
 

の
甲
斐
あ
っ
て
 
（
告
白
小
説
）
と
な
る
の
だ
が
、
も
は
や
モ
デ
ル
た
ち
 
 

の
実
演
が
忘
れ
去
ら
れ
た
第
二
次
大
戦
後
、
『
風
俗
小
説
論
』
に
端
を
発
 
 

す
る
『
蒲
団
』
論
で
、
私
小
説
の
起
源
と
し
て
議
論
の
的
と
さ
れ
た
『
蒲
 
 

団
』
は
、
再
び
（
告
白
小
説
）
な
の
か
 
（
客
観
小
説
）
な
の
か
と
争
議
 
 

さ
れ
る
。
中
村
光
夫
『
風
俗
小
説
論
』
が
、
作
品
自
体
を
分
析
す
る
こ
 
 

と
な
し
に
時
雄
＝
花
袋
と
い
う
公
式
か
ら
、
現
実
と
虚
構
の
地
続
き
な
 
 

私
小
説
と
し
て
の
 
『
蒲
団
』
 
の
 
（
告
白
小
説
）
性
を
非
難
し
た
の
に
対
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し
て
、
和
田
謹
書
は
、
『
蒲
団
』
は
「
主
人
公
は
自
己
で
あ
る
必
要
も
な
 
 

か
つ
た
し
、
告
白
を
意
図
し
た
も
の
で
も
な
い
」
と
し
て
、
（
客
観
小
説
）
 
 

で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
（
「
『
蒲
団
』
前
後
」
『
国
語
国
文
研
究
』
一
九
五
 
 

丁
一
二
）
。
こ
の
反
論
に
つ
づ
い
て
、
平
野
謙
も
「
実
行
と
芸
術
」
（
『
群
 
 

像
』
一
九
五
六
・
六
）
 
で
、
作
品
の
内
容
お
よ
び
花
袋
か
ら
岡
田
美
知
 
 

代
へ
の
手
紙
を
も
と
に
そ
の
虚
構
性
を
指
摘
し
、
「
骨
太
の
リ
ア
リ
ズ
ム
」
 
 

と
し
て
反
論
す
る
。
 
 
 

『
蒲
団
』
を
中
心
と
し
た
私
小
説
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
大
正
十
三
年
・
 
 

昭
和
十
年
・
昭
和
二
十
五
年
と
山
を
迎
え
る
の
だ
が
、
文
学
年
表
を
め
 
 

く
れ
ば
気
づ
く
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
大
衆
文
学
の
興
隆
・
隆
 
 

盛
期
に
当
た
っ
て
い
句
。
こ
と
に
昭
和
二
十
四
年
前
後
は
、
戦
前
の
「
純
 
 

文
学
に
し
て
通
俗
小
説
」
た
る
「
純
粋
小
説
」
（
横
光
利
一
『
純
粋
小
説
 
 

論
』
『
改
造
』
昭
1
0
・
4
）
 
の
戟
後
版
と
し
て
、
（
中
間
小
説
）
と
い
う
、
 
 

（
自
己
表
現
）
を
当
て
は
め
て
読
む
こ
と
の
で
き
な
い
、
そ
れ
ま
で
の
（
自
 
 

己
表
現
）
 
を
自
己
同
一
化
の
論
理
と
す
る
文
学
の
境
界
線
を
無
化
す
る
 
 

ジ
ャ
ン
ル
が
勃
興
す
る
。
中
村
は
、
せ
っ
か
く
「
近
代
の
文
学
者
が
そ
 
 

の
人
生
観
や
思
想
を
表
現
す
る
の
に
一
番
適
し
た
形
式
と
し
て
拾
ひ
あ
 
 

げ
て
、
こ
れ
だ
け
の
大
芸
術
に
し
て
き
た
」
文
学
を
、
「
純
文
学
と
大
衆
 
 

文
学
の
区
別
が
あ
い
ま
い
に
な
つ
て
釆
た
」
時
代
に
、
「
手
軽
な
娯
楽
と
 
 

し
て
」
量
産
化
し
た
の
が
 
（
風
俗
小
説
）
 
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
小
説
で
 
 

あ
つ
て
も
文
学
ち
や
な
い
」
と
危
機
感
を
表
明
す
る
（
「
中
間
小
説
」
『
文
 
 

芸
往
来
』
昭
2
4
・
1
）
。
 
 
 

こ
の
中
村
と
同
時
期
に
、
文
学
の
本
質
を
め
ぐ
っ
て
考
察
を
め
ぐ
ら
 
 

す
こ
と
に
な
る
伊
藤
整
は
、
『
小
説
の
方
法
』
（
河
出
書
房
、
一
九
四
八
）
 
 

に
お
い
て
私
小
説
を
論
じ
る
と
き
、
私
小
説
自
体
の
形
式
よ
り
も
、
「
日
 
 

本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が
作
家
に
課
す
る
作
品
発
表
方
法
」
、
つ
ま
り
新
 
 

聞
に
掲
載
す
る
か
文
芸
雑
誌
に
掲
載
す
る
か
の
違
い
、
お
よ
び
「
文
壇
 
 

ギ
ル
ド
」
に
私
小
説
成
立
の
原
因
を
見
る
。
だ
が
伊
藤
整
が
、
（
私
小
説
）
 
 

と
 
（
本
格
小
説
）
 
の
対
立
と
い
う
形
式
で
文
学
の
是
非
を
論
ず
る
こ
と
 
 

は
意
味
が
な
い
、
「
小
説
に
と
つ
て
、
作
者
の
私
が
ど
う
あ
る
か
と
い
ふ
 
 

問
題
は
、
私
小
説
が
H
本
だ
け
の
問
題
だ
と
日
本
の
文
壇
人
が
思
っ
て
 
 

ゐ
る
の
と
ち
が
つ
て
、
ほ
と
ん
ど
現
代
の
世
界
の
文
学
い
な
、
文
学
そ
 
 

の
も
の
の
根
本
の
問
題
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
文
学
の
本
質
に
 
「
作
 
 

者
の
私
」
を
据
え
る
と
き
、
こ
の
第
二
次
大
戦
後
に
お
け
る
文
学
の
本
 
 

質
を
め
ぐ
る
論
争
の
性
質
も
明
ら
か
に
な
る
。
問
題
な
の
は
、
依
然
と
 
 

し
て
作
者
の
位
置
な
の
で
あ
り
、
作
者
を
め
ぐ
っ
て
議
論
は
展
開
し
て
 
 

い
る
の
で
あ
る
。
文
学
が
同
一
化
の
原
理
を
喪
失
し
そ
う
に
な
っ
た
と
 
 

き
の
、
（
文
学
）
を
本
質
的
な
定
義
か
ら
建
て
直
そ
う
と
す
る
健
気
な
努
 
 

力
の
結
実
が
、
『
小
説
の
方
法
』
 
で
あ
り
、
『
風
俗
小
説
論
』
 
で
あ
っ
た
 
 

と
い
え
る
。
 
 
 

『
蒲
団
』
同
時
代
評
が
、
対
立
す
る
議
論
の
中
で
 
（
自
己
表
現
）
 
を
 
 

導
入
し
、
文
学
の
境
界
線
を
画
定
す
る
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
と
す
る
と
、
近
 
 

代
文
学
と
は
何
な
の
か
を
根
源
的
に
問
い
直
す
（
文
学
）
再
考
と
し
て
 
 

戦
わ
さ
れ
た
戦
後
の
 
『
蒲
団
』
論
は
、
文
学
が
文
学
で
あ
る
こ
と
の
同
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一
性
が
疑
わ
れ
る
中
で
、
再
び
文
学
を
文
学
と
し
て
自
己
同
一
化
す
る
 
 

た
め
の
儀
式
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
『
風
俗
小
説
論
』
に
端
を
発
す
る
一
 
 

連
の
『
蒲
団
』
論
の
、
『
蒲
団
』
は
（
本
格
小
説
）
か
（
私
小
説
）
か
と
 
 

い
う
議
論
は
、
生
身
の
作
家
と
作
品
を
通
し
た
作
者
の
精
神
と
を
二
項
 
 

対
立
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
前
提
で
あ
る
 
（
自
己
表
現
）
を
導
入
し
た
 
 

同
時
代
評
の
読
み
の
規
制
を
、
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
反
復
し
て
い
る
。
 
 

『
蒲
団
』
が
く
り
返
し
召
喚
さ
れ
る
と
さ
、
そ
こ
に
見
出
さ
れ
る
の
は
、
 
 

本
来
あ
る
べ
き
（
文
学
）
 
の
姿
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
で
あ
り
、
そ
れ
 
 

は
作
者
を
め
ぐ
る
思
考
な
の
で
あ
る
。
 
 

註
 
 

（
1
）
 
『
蒲
団
』
同
時
代
評
の
整
理
に
は
、
先
行
研
究
と
し
て
、
小
林
一
郎
『
田
 
 

山
花
袋
研
究
 
－
 
博
文
館
時
代
二
』
（
桜
楓
社
、
一
九
七
九
）
が
あ
る
が
、
 
 

同
時
代
評
自
体
の
分
析
で
は
な
い
。
日
比
嘉
高
「
「
蒲
団
」
の
読
ま
れ
方
、
 
 

あ
る
い
は
自
己
表
象
テ
ク
ス
ト
誕
生
期
の
メ
デ
ィ
ア
史
」
（
『
文
学
研
究
 
 
 

論
集
』
1
4
、
一
九
九
七
二
二
）
は
、
「
「
蒲
団
」
と
い
う
テ
ク
ス
ト
そ
の
も
 
 

の
の
カ
」
の
み
で
は
な
く
「
メ
デ
ィ
ア
空
間
の
趨
勢
」
を
重
視
し
、
『
蒲
 
 

団
』
の
よ
う
な
「
自
己
表
象
テ
ク
ス
ト
」
が
評
判
に
な
っ
た
の
は
、
「
（
現
 
 
 

実
参
照
的
）
と
も
い
う
ぺ
き
読
書
慣
習
の
形
成
」
に
も
と
づ
く
と
す
る
。
 
 

モ
デ
ル
の
記
事
や
作
家
主
体
を
目
指
す
花
袋
に
よ
る
選
択
が
、
や
が
て
 
 

日
比
の
い
う
よ
う
な
作
品
世
界
と
現
実
を
同
一
視
し
た
読
み
を
も
た
ら
 
 

す
と
は
い
え
、
後
述
す
る
よ
う
に
天
弦
の
非
「
（
現
実
参
照
的
）
」
な
読
 
 

み
が
あ
る
以
上
、
本
論
で
は
桔
抗
す
る
読
み
の
対
の
一
方
に
過
ぎ
な
い
 
 

と
考
え
る
。
 
 

（
2
）
 
「
彙
報
 
小
説
界
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
明
3
9
・
2
）
で
は
、
「
田
山
花
袋
 
 
 

虎
視
今
小
説
作
家
中
の
欧
州
文
学
通
な
る
に
似
ず
、
故
の
可
憐
文
学
以
 
 
 

外
に
尚
ほ
其
の
本
領
を
発
揮
せ
ざ
る
」
と
さ
れ
、
生
田
長
江
「
風
葉
論
」
 
 

（
『
芸
苑
』
明
3
9
・
3
）
 
で
は
、
海
外
文
学
の
有
名
な
読
書
家
で
あ
り
な
 
 
 

が
ら
そ
の
影
響
感
化
が
見
ら
れ
ぬ
、
「
甚
だ
気
の
毒
な
人
」
と
呼
ば
れ
て
 
 

い
る
。
 
 

（
3
）
 
『
文
章
世
界
』
の
創
刊
（
明
3
9
・
3
）
と
旺
盛
な
評
論
活
動
、
首
相
西
 
 
 

園
寺
公
望
の
文
士
招
待
会
へ
の
出
席
（
明
4
0
・
6
）
な
ど
、
作
品
と
は
 
 
 

「
別
の
力
関
係
が
、
か
な
り
強
力
に
作
用
し
た
結
果
」
生
み
出
さ
れ
た
花
 
 

袋
へ
の
期
待
に
つ
い
て
は
、
五
井
信
「
固
有
名
の
空
白
、
か
ら
 
ー
 
田
 
 
 

山
花
袋
『
蒲
団
』
前
後
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
5
3
、
一
九
九
五
・
一
〇
）
 
 

参
照
。
 
 

（
4
）
 
宇
野
浩
二
「
「
私
小
説
」
私
見
」
（
『
新
潮
』
大
1
4
・
1
0
）
が
、
「
私
小
説
 
 

の
元
祖
」
を
白
樺
派
、
こ
と
に
武
者
小
路
実
篤
に
設
定
し
、
遡
れ
ば
「
田
 
 
 

山
花
袋
氏
の
主
張
し
た
自
然
主
義
文
学
の
起
っ
た
時
分
に
源
を
発
し
て
 
 

ゐ
る
と
見
ら
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
」
と
し
て
い
る
の
が
、
最
初
期
の
も
の
 
 
 

だ
と
思
わ
れ
る
。
『
蒲
団
』
源
流
説
は
、
昭
和
十
年
前
後
の
私
小
説
論
争
 
 

で
は
、
小
林
秀
雄
「
私
小
説
論
」
 
（
『
経
済
往
来
』
昭
1
0
・
5
1
8
）
が
 
 
 

「
我
が
国
の
近
代
私
小
説
の
始
ま
り
で
あ
る
「
蒲
団
」
の
成
立
に
関
す
る
 
 
 

奇
怪
な
事
情
に
、
後
世
私
小
説
論
の
起
っ
た
秘
密
か
あ
る
」
と
す
る
よ
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う
に
当
然
視
さ
れ
、
中
村
の
「
私
小
説
に
つ
い
て
」
（
『
文
学
界
』
昭
1
0
・
 
 

9
）
 
に
受
け
継
が
れ
る
。
 
 

（
5
）
 
こ
の
シ
ー
ン
の
指
摘
は
、
山
本
昌
一
「
蒲
団
ノ
ー
ト
」
（
『
東
京
工
業
大
 
 
 

学
附
属
高
校
研
究
報
告
』
3
、
一
九
七
一
）
 
に
始
ま
る
。
 
 

（
6
）
 
引
用
は
初
出
（
『
新
小
説
』
明
4
0
・
9
）
 
に
よ
る
。
 
 

（
7
）
 
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
後
藤
明
生
の
 
『
小
説
 
－
 
い
か
に
読
み
、
い
か
に
 
 
 

書
く
か
』
（
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
八
三
）
は
、
中
村
の
『
風
俗
小
説
 
 

論
』
の
読
み
に
反
発
す
る
形
で
、
「
こ
の
作
品
が
は
た
し
て
「
事
実
」
の
 
 

「
告
白
」
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
凝
聞
か
ら
出
発
し
、
「
作
者
は
時
雄
の
ホ
 
 

ン
ネ
の
「
単
純
幼
稚
さ
」
を
、
充
分
に
意
識
し
て
い
る
」
、
「
作
者
は
時
 
 

雄
を
完
全
な
「
道
化
」
と
し
て
描
い
て
い
る
」
と
い
う
読
み
を
展
開
し
 
 

て
い
る
。
 
 

（
8
）
 
高
木
元
「
江
戸
読
本
の
新
刊
予
告
と
（
作
者
）
」
（
『
日
本
文
学
』
4
3
・
1
0
、
 
 
 

一
九
九
四
・
一
〇
）
は
、
「
江
戸
読
本
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
構
成
し
て
い
 
 

る
の
は
、
じ
つ
は
そ
の
形
式
的
体
裁
」
で
あ
り
、
「
多
く
の
読
者
た
ち
が
 
 
 

読
ん
だ
の
は
書
式
そ
の
も
の
だ
っ
た
」
と
し
て
、
近
世
文
芸
で
は
（
作
 
 
 

者
）
が
交
換
可
能
な
一
要
素
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
 
 

（
9
）
 
中
村
星
湖
（
一
八
八
四
－
一
九
七
四
）
は
、
「
一
と
口
に
三
十
五
六
の
 
 
 

男
の
性
欲
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
中
年
男
性
の
肉
欲
に
注
目
す
 
 

る
に
お
い
て
抱
月
に
近
い
か
、
花
袋
と
時
雄
を
同
一
視
せ
ず
、
描
写
の
 
 
 

達
成
を
「
苦
心
の
程
は
十
分
に
見
る
事
が
出
来
る
」
と
賞
賛
す
る
こ
と
 
 

に
お
い
て
、
御
風
や
松
原
に
近
い
。
 
 

（
1
0
）
 
こ
の
よ
う
な
「
新
自
然
主
義
」
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
先
行
す
る
「
自
 
 

然
主
義
論
に
因
み
て
」
（
『
早
稲
田
文
学
』
明
4
0
・
7
）
 
や
「
文
芸
上
主
 
 

客
両
体
の
融
会
」
 
（
同
明
4
0
・
l
D
）
 
に
も
見
ら
れ
る
。
 
 

（
‖
）
 
他
に
比
較
的
長
文
の
も
の
と
し
て
は
、
戸
張
竹
風
「
我
観
録
 
厭
妻
的
 
 
 

小
説
」
 
（
『
新
小
説
』
）
、
「
前
月
文
芸
史
」
 
（
『
新
潮
』
）
、
衣
水
生
「
時
評
 
 
 

自
然
主
義
の
作
物
 
花
袋
氏
の
「
蒲
団
」
」
（
『
帝
国
文
学
』
）
も
同
様
に
 
 

時
雄
＝
花
袋
の
告
白
と
し
て
読
ん
で
い
な
い
。
 
 

（
1
2
）
 
日
露
戦
後
の
明
治
三
十
九
年
、
（
自
己
表
現
）
と
い
う
座
標
軸
が
、
国
 
 
 

木
田
独
歩
『
運
命
』
を
め
ぐ
っ
て
設
定
さ
れ
る
過
程
、
こ
と
に
読
者
の
 
 

主
体
化
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
（
自
己
表
現
）
の
時
代
－
（
国
木
田
独
歩
）
 
 

を
読
む
（
私
）
」
（
『
超
域
文
化
科
学
紀
要
』
4
、
一
九
九
九
・
七
）
参
照
。
 
 

（
1
3
）
 
（
自
己
表
現
）
に
よ
る
文
学
の
自
己
同
一
化
に
際
し
（
文
学
）
と
さ
れ
 
 

る
『
蒲
団
』
に
対
し
て
、
（
文
学
）
と
し
て
の
栄
誉
を
剥
奪
さ
れ
文
学
史
 
 

か
ら
消
去
さ
れ
る
作
品
に
小
栗
風
妻
の
『
青
春
』
が
あ
る
。
拙
稿
「
文
 
 
 

学
の
（
裏
切
り
）
1
小
栗
風
葉
を
め
ぐ
る
・
文
学
を
め
ぐ
る
物
語
」
（
『
日
 
 
 

本
文
学
』
4
8
二
九
九
九
・
九
）
参
照
。
 
 

（
1
4
）
 
「
小
説
を
書
く
に
は
、
実
際
自
分
が
遭
遇
し
た
事
と
か
、
親
し
く
関
係
 
 

し
た
事
と
か
、
モ
デ
ル
が
あ
る
方
が
好
い
で
せ
う
。
其
方
が
書
い
て
書
 
 

き
よ
い
ば
か
り
で
な
く
、
深
い
価
値
の
あ
る
作
品
が
出
来
る
」
（
「
事
実
 
 

の
人
生
」
『
新
潮
』
明
3
9
・
1
0
・
1
5
）
、
「
末
技
だ
け
で
小
説
を
書
く
時
代
 
 

は
過
ぎ
ま
し
た
事
実
見
聞
し
た
事
を
事
実
の
ま
～
書
く
の
が
何
よ
り
で
 
 

す
」
 
（
「
文
壇
名
家
 
初
対
面
録
 
田
山
花
袋
先
生
」
 
『
新
潮
』
明
朝
・
 
 

1
・
1
5
）
と
言
っ
て
い
る
が
、
自
身
を
モ
デ
ル
に
す
べ
卓
だ
と
は
い
っ
て
 
 

い
な
い
。
事
実
再
現
を
主
眼
と
す
る
小
説
も
、
別
段
花
袋
だ
け
が
提
唱
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し
た
も
の
で
は
な
く
、
小
栗
風
葉
も
「
作
物
と
モ
デ
ル
」
（
『
新
潮
』
明
 
 

3
9
・
1
0
）
で
提
唱
し
て
い
る
し
、
ま
た
「
自
分
を
中
心
と
し
た
作
品
が
多
 
 

い
、
詰
り
私
の
イ
ン
ナ
ア
ラ
イ
フ
を
書
い
て
見
た
も
の
」
と
も
い
っ
て
 
 

い
る
。
風
葉
の
こ
の
作
風
は
周
り
か
ら
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
生
田
長
 
 
 

江
「
風
葉
論
」
『
芸
苑
』
明
3
9
・
3
）
。
 
 

（
1
5
）
 
例
え
ば
年
表
の
会
（
中
島
国
彦
他
）
『
近
代
文
学
年
表
』
（
双
文
社
出
版
、
 
 

l
九
九
四
）
の
大
正
十
三
年
の
項
に
は
、
「
私
小
説
議
論
が
活
発
と
な
る
」
 
 

の
す
ぐ
隣
に
「
大
衆
小
説
が
隆
盛
を
示
す
」
と
あ
る
。
吉
田
精
一
編
『
現
 
 
 

代
日
本
文
学
年
表
 
改
訂
増
補
版
』
（
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
）
 
で
は
、
 
 
 

昭
和
十
年
の
項
に
「
私
小
説
論
再
燃
」
、
翌
十
一
年
に
は
「
純
文
学
作
家
 
 
 

の
新
聞
小
説
へ
の
進
出
目
立
つ
」
、
昭
和
二
十
四
年
の
項
で
は
「
風
俗
文
 
 
 

学
・
記
録
文
学
・
実
名
小
説
流
行
」
の
横
に
「
風
俗
小
説
論
争
起
る
」
と
 
 

あ
る
。
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